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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
サ
イ
ボ
ー
グ
（
Ｃ
ｙ
ｂ
ｏ
ｒ
ｇ
）

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
９
１
９
５
Ａ

【
作
者
名
】

　
桂
 

ヒ
ナ
ギ
ク

【
あ
ら
す
じ
】

　
あ
ら
す
じ
は
プ
ロ
ロ
ー
グ
に
あ
り
ま
す
。
そ
ち
ら
を
御
覧
下
さ
い
。
│
│
打

ち
切
り
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プ
ロ
ロ
ー
グ

１
５
年
前
、
日
本
は
事
件
大
国
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
為
、
銃
が
普
及
し
だ
し
、
日
本
は
銃
社
会
に
な
っ
た
。

が
、
そ
の
所
為
で
、
銃
を
使
っ
た
犯
罪
が
、
や
た
ら
と
起
き
る
様
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。

警
察
組
織
は
、
そ
れ
を
事
前
に
防
ぐ
べ
く
、
あ
る
対
策
を
取
っ
た
。

が
、
そ
れ
ら
は
全
て
水
の
泡
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
こ
で
、
日
本
防
衛
軍
は
、
「
Ｇ
Ａ
Ｔ
」
と
言
う
組
織
を
作
り
、
人
類
を
ロ
ボ

ッ
ト
に
変
え
、
銃
で
死
な
な
い
体
に
し
て
し
ま
お
う
と
言
う
計
画
を
立
て
た
。

だ
が
、
そ
れ
に
は
条
件
が
必
要
だ
っ
た
。

最
早
、
完
成
間
近
の
サ
イ
ボ
ー
グ
に
将
来
を
託
す
し
か
無
い
の
だ
ろ
う
か
？
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奥
村
 

真
理
絵

「
大
変
大
変
！
遅
刻
し
ち
ゃ
う
！
」

い
ま
焦
っ
て
い
る
の
は
、
こ
の
話
の
主
役
・
奥
村
 

真
理
絵
で
あ
る
。

真
理
絵
は
、
東
京
の
水
利
高
校
に
通
う
女
子
高
生
で
あ
る
。

す
い
り
こ
う
こ
う

彼
女
は
、
タ
レ
ン
ト
の
芳
賀
　
優
里
亜
と
瓜
二
つ
で
、
ク
ラ
ス
一
番
の
人
気
者

は
が

ゆ
り
あ

で
あ
る
。

で
も
、
そ
ん
な
彼
女
が
、
ｃ
ｙ
ｂ
ｅ
ｒ
ｎ
ｅ
ｔ
ｉ
ｃ
 

ｏ
ｒ
ｇ
ａ
ｎ
ｉ
ｓ
ｍ
（

サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
ス
の
有
機
体
）
で
あ
る
事
は
、
誰
も
知
ら
な
い
。

勿
論
、
家
族
や
親
戚
も
だ
。

と
言
っ
て
も
、
彼
女
の
親
戚
達
は
病
気
で
他
界
し
、
両
親
は
夫
婦
喧
嘩
の
際
に

殺
し
合
い
に
な
っ
て
他
界
し
て
し
ま
っ
て
い
る
為
、
ず
っ
と
一
人
暮
ら
し
な
の

だ
。

真
理
絵
は
、
制
服
に
着
替
え
る
と
、
走
っ
て
学
校
へ
向
か
っ
た
。

「
（
全
く
、
こ
ん
な
時
に
目
覚
ま
し
が
壊
れ
る
な
ん
て
。
）
」

［
キ
ー
ン
コ
ー
ン
カ
ー
ン
コ
ー
ン
］

学
校
の
チ
ャ
イ
ム
が
聞
こ
え
た
。

「
（
あ
、
完
全
に
遅
刻
だ
。
）
」

真
理
絵
は
、
遅
刻
だ
と
言
う
事
が
解
る
と
、
走
る
の
を
や
め
て
ゆ
っ
く
り
歩
く

事
に
し
た
。

「
お
う
、
真
理
絵
じ
ゃ
ね
え
か
。
」

真
理
絵
が
歩
い
て
い
る
と
、
後
ろ
か
ら
声
が
聞
こ
え
た
。

真
理
絵
は
立
ち
止
ま
っ
て
後
ろ
を
向
い
た
。

そ
こ
に
は
、
一
人
の
男
が
立
っ
て
い
た
。

彼
の
名
は
黒
崎
 

新
一
。
世
界
各
国
で
有
名
な
高
校
生
探
偵
だ
。

新
一
は
、
男
の
中
の
男
、
水
嶋
 

ヒ
ロ
君
に
似
て
い
る
ら
し
く
、
女
の
子
に
は

モ
テ
モ
テ
で
あ
る
。

そ
の
所
為
も
あ
っ
て
か
、
新
一
の
家
に
は
フ
ァ
ン
レ
タ
ー
や
ラ
ブ
レ
タ
ー
が
何

億
通
以
上
送
ら
れ
て
来
る
時
が
あ
る
。
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だ
が
、
そ
の
内
の
ラ
ブ
レ
タ
ー
は
全
て
、
真
理
絵
の
手
に
よ
っ
て
処
分
さ
れ
て

し
ま
っ
て
い
る
。

真
理
絵
は
、
新
一
が
モ
テ
る
の
が
気
に
く
わ
な
い
上
に
、
新
一
を
自
分
だ
け
の

物
に
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
ら
し
い
。

そ
の
為
、
新
一
が
何
処
か
へ
行
く
時
は
、
必
ず
付
い
て
行
く
事
に
し
て
い
る
。

「
あ
ら
、
新
一
君
も
遅
刻
？
」

真
理
絵
は
首
を
傾
げ
な
が
ら
聞
い
た
。

「
い
や
、
今
日
は
サ
ボ
り
だ
。
」

「
新
一
君
、
駄
目
だ
よ
。
学
校
は
ち
ゃ
ん
と
行
か
な
く
ち
ゃ
。
」

［
ボ
ン
！
］

真
理
絵
の
鉄
拳
が
新
一
の
腹
に
決
ま
っ
た
。

「
う
っ
！
？
」

か
な
り
痛
い
様
だ
。

「
こ
れ
で
も
行
か
な
い
と
言
う
な
ら
、
も
う
一
度
や
る
よ
？
」

真
理
絵
は
新
一
の
耳
元
で
囁
い
た
。

「
わ
、
解
っ
た
。
行
く
よ
、
行
け
ば
良
い
ん
だ
ろ
？
」

「
う
ん
！
」

真
理
絵
は
ニ
ッ
コ
リ
笑
っ
て
頷
い
た
。

こ
う
し
て
、
二
人
は
一
緒
に
学
校
へ
向
か
っ
た
。

新
一
は
、
未
だ
に
腹
を
抑
え
て
い
る
。

「
ご
め
ん
、
そ
ん
な
に
痛
か
っ
た
？
」

「
痛
い
・
・
・
お
前
の
腹
パ
ン
チ
は
特
別
強
烈
だ
。
完
治
す
る
ま
で
一
日
は
掛

か
る
。
」

そ
れ
は
そ
う
だ
。
真
理
絵
は
手
加
減
と
言
う
も
の
を
知
ら
な
い
か
ら
な
。

「
わ
ざ
と
じ
ゃ
な
い
の
。
本
当
に
ご
め
ん
ね
。
」

「
も
う
良
い
よ
！
」

「
酷
い
。
新
一
君
、
私
の
事
許
し
て
く
れ
な
い
ん
だ
？
」

と
言
い
つ
つ
、
拳
を
ポ
キ
ポ
キ
鳴
ら
す
真
理
絵
。

だ
が
、
新
一
は
シ
カ
ト
を
し
た
。

「
（
こ
い
つ
に
関
わ
る
と
ろ
く
な
目
に
遭
わ
な
い
か
ら
な
。
無
視
し
よ
う
。
）
」
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な
ん
と
、
新
一
は
そ
ん
な
事
を
思
っ
て
い
た
の
だ
。

［
ズ
ガ
ー
ン
！
］

真
理
絵
は
新
一
の
背
中
に
正
拳
突
き
を
し
た
。

「
い
っ
て
え
え
え
え
え
！
」

甲
高
い
悲
鳴
を
あ
げ
る
新
一
。

「
無
視
す
ん
じ
ゃ
ね
え
よ
。
」

真
理
絵
は
蹲
る
新
一
に
言
っ
た
。

う
ず
く
ま

恐
い
、
怖
い
で
す
。
顔
が
鬼
に
な
っ
て
ま
す
よ
！
？

「
お
め
え
に
・
・
・
関
わ
る
と
・
・
・
。
」

［
ズ
シ
ン
！
］

新
一
が
泣
き
な
が
ら
、
途
中
ま
で
言
い
掛
け
る
と
、
い
き
な
り
真
理
絵
が
、
前

に
回
っ
て
新
一
の
頬
を
殴
っ
た
。

［
プ
チ
ン
！
］

新
一
の
堪
忍
袋
の
緒
が
切
れ
た
。

「
な
ん
の
理
由
も
無
し
に
人
を
殴
る
な
、
よ
！
」

新
一
は
仕
返
に
真
理
絵
を
本
気
で
殴
っ
た
。

［
カ
ー
ン
！
］

金
属
に
物
が
当
た
っ
た
時
の
音
が
し
た
。

「
い
っ
っ
て
え
え
え
え
え
！
」

新
一
は
、
再
び
悲
痛
の
叫
び
声
を
あ
げ
た
。

全
く
、
こ
ん
な
状
態
で
、
日
本
に
事
件
が
一
つ
も
発
生
し
な
く
な
る
ん
で
し
ょ

う
か
？

先
が
思
い
遣
ら
れ
ま
す
。
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奥
村
 

真
理
絵
（
後
書
き
）

今
度
の
真
理
絵
は
攻
撃
的
で
す
。
そ
の
証
拠
に
、
愛
す
る
新
一
に
愛
の
ム
チ
・
・

・
で
は
無
く
、
ス
ト
レ
ス
発
散
の
為
、
気
に
入
ら
な
い
事
が
あ
る
と
直
ぐ
に
人

を
殴
り
ま
す
。

今
ま
で
何
度
人
を
殺
し
て
来
た
事
か
。

Ｇ
Ａ
Ｔ
は
こ
ん
な
危
険
な
サ
イ
ボ
ー
グ
を
始
末
し
な
く
て
良
い
の
だ
ろ
う
か
？

ガ
ッ
ト

そ
れ
が
、
良
い
ら
し
い
。
と
言
う
か
、
回
収
し
て
処
分
し
よ
う
と
、
Ｇ
Ａ
Ｔ
が

真
理
絵
を
捕
獲
し
よ
う
と
す
る
と
、
そ
い
つ
ら
を
殺
し
て
し
ま
う
ら
し
い
。

全
く
、
こ
ん
な
不
良
品
を
作
っ
た
の
は
、
何
処
の
ど
い
つ
だ
！
？
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ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
（
前
書
き
）

前
書
き

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
・
・
そ
れ
は
、
炭
素
で
出
来
た
透
明
な
物
体
で
、
ル
ビ
ー
や

サ
フ
ァ
イ
ア
、
エ
メ
ラ
ル
ド
等
、
色
々
な
物
が
あ
る

。
こ
れ
ら
は
、
手
に
し
よ
う
と
な
る
と
、
高
価
な
物
ば
か
り
で
、
中
々
手
に
入

れ
る
事
が
出
来
な
い
代
物
で
あ
る
。
し
か
も
、
一
番

硬
い
ら
し
い
。

が
、
そ
れ
に
勝
る
も
の
が
一
つ
だ
け
あ
る
。
そ
れ
は
、
奥
村
 

真
理
絵
自
信
で

あ
る
。
サ
イ
ボ
ー
グ
の
彼
女
は
、
ヒ
ヒ
イ
ロ
ノ
カ
ネ

と
言
う
未
知
の
金
属
で
出
来
て
お
り
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
刃
で
も
傷
一
つ
付
け

ら
れ
な
い
の
だ
。
こ
の
辺
り
が
ど
う
関
係
し
て
来
る

か
は
、
本
編
を
読
ん
で
理
解
し
て
頂
き
た
い
、
と
作
者
は
願
っ
て
い
る
。
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ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

２
０
０
６
年
９
月
○
日
、
本
日
は
、
博
物
館
で
宝
石
の
展
覧
会
が
あ
る
。

真
理
絵
と
新
一
は
、
今
、
そ
こ
へ
来
て
い
る
。

「
う
わ
あ
、
綺
麗
！
」

宝
石
が
ズ
ラ
ッ
と
並
ん
で
い
る
の
を
、
端
か
ら
順
番
に
見
な
が
ら
、
真
理
絵
が

目
を
キ
ラ
キ
ラ
輝
か
せ
て
い
る
。

「
ね
ぇ
、
こ
の
赤
い
の
、
何
て
言
う
の
！
？
」

真
理
絵
が
新
一
に
聞
く
。

「
そ
れ
は
、
ル
ビ
ー
だ
。
」

「
へ
ぇ
ー
。

じ
ゃ
あ
、
こ
の
緑
の
は
？
」

「
エ
メ
ラ
ル
ド
。
」

新
一
は
、
こ
う
や
っ
て
、
真
理
絵
の
知
ら
な
い
事
を
、
一
つ
ず
つ
教
え
て
行
く
。

［
ピ
ン
ポ
ン
パ
ン
ポ
ン
♪
］

『
こ
れ
よ
り
、
当
展
覧
会
主
催
の
オ
ー
ナ
ー
、
報
関
　
昭
様
よ
り
、
ダ
イ
ヤ
モ

ほ
う
せ
き

あ
き
ら

ン
ド
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
参
加
者
は
、
中
央
ホ
ー
ル
ま
で
お

越
し
下
さ
い
。
』

会
場
内
に
放
送
が
入
っ
た
。

「
聞
い
た
聞
い
た
！
？

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
だ
っ
て
！

行
っ
て
み
よ
う
よ
！
」

真
理
絵
が
騒
い
だ
。

新
一
は
、
何
か
嫌
な
予
感
し
た
。
新
一
の
嫌
な
予
感
は
、
何
時
も
当
た
る
。

「
ね
ぇ
ね
ぇ
、
行
こ
！
？
」

真
理
絵
は
新
一
を
誘
っ
た
。

が
、
新
一
は
断
っ
た
。

「
行
ぃ
か
ぁ
な
ぁ
い
ぃ
の
ぉ
？
」

真
理
絵
は
、
拳
を
ポ
キ
ポ
キ
と
鳴
ら
し
な
が
ら
聞
い
た
。
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「
い
、
行
き
ま
す
行
き
ま
す
！
何
処
へ
だ
っ
て
付
い
て
行
き
ま
す
！
」

新
一
は
、
そ
う
言
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
だ
っ
て
、
そ
う
だ
ろ
？
真
理
絵
に

殴
ら
れ
た
ら
、
痛
い
だ
け
じ
ゃ
済
ま
さ
れ
な
い
か
ら
な
。

こ
う
し
て
、
二
人
は
中
央
ホ
ー
ル
に
向
か
っ
た
。

『
こ
れ
よ
り
、
方
関
 

昭
様
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
を
開
催
し
ま

す
！
』

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
司
会
者
が
マ
イ
ク
を
通
し
て
説
明
を
す
る
。

そ
の
横
に
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
が
置
い
て
あ
り
、
ム
ス
ッ
と
し
た
顔
の
男
が
、
そ

の
隣
で
座
っ
て
い
る
。

彼
が
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
を
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
掛
け
た
張
本
人
で
あ
る
。

『
で
は
、
１
万
円
か
ら
開
始
致
し
ま
す
。
』

「
１
万
円
！
」

女
性
が
手
を
あ
げ
て
言
っ
た
。

「
２
万
。
」

続
い
て
、
男
が
言
っ
た
。

「
３
万
円
！
」

「
４
万
円
！
」

そ
う
し
て
、
値
段
は
ド
ン
ド
ン
上
が
り
、
１
億
円
ま
で
に
跳
ね
上
が
っ
た
。

『
い
、
１
億
円
で
す
！
そ
れ
以
上
出
す
方
、
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
？
い
な
け

れ
ば
、
落
札
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
』

暫
く
沈
黙
が
続
き
、
司
会
者
が
落
札
を
宣
言
し
よ
う
と
し
た
時
、
真
理
絵
が
手

を
あ
げ
た
。

「
１
兆
円
出
し
ま
す
。
」

「
ま
、
真
理
絵
！
？
」

真
理
絵
の
発
言
に
、
新
一
は
驚
い
た
。

い
や
、
そ
れ
以
前
に
真
理
絵
が
１
兆
円
を
持
っ
て
い
る
の
か
？

そ
の
通
り
、
持
っ
て
い
る
の
だ
。

『
い
、
１
兆
円
で
す
、
１
兆
円
！
』

暫
く
沈
黙
が
続
い
た
後
、
司
会
者
が
落
札
を
宣
言
し
た
。

ま
、
マ
ジ
で
落
札
し
ち
ゃ
っ
た
よ
！
？
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［
バ
チ
ッ
！
］

急
な
停
電
に
よ
り
、
会
場
内
が
一
瞬
に
し
て
真
っ
暗
に
な
っ
た
。

［
バ
リ
ー
ン
！
］

ガ
ラ
ス
が
割
れ
る
音
が
す
る
と
、
電
気
が
復
帰
し
た
。

「
キ
ャ
ア
ア
ア
ア
！
」

会
場
内
に
女
性
の
悲
鳴
が
響
い
た
。

『
あ
、
た
だ
い
ま
、
事
故
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
は
中
止
と
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。
』

司
会
が
言
う
と
、
ス
テ
ー
ジ
に
幕
が
下
り
て
き
た
。

新
一
は
、
幕
が
完
全
に
下
り
る
寸
前
の
所
で
、
ス
テ
ー
ジ
に
駆
け
込
ん
だ
。
真

理
絵
も
、
置
い
て
い
か
れ
ま
い
と
、
一
緒
に
ス
テ
ー
ジ
に
駆
け
込
む
。

「
君
た
ち
、
上
が
っ
て
来
ち
ゃ
駄
目
じ
ゃ
な
い
か
。
」

司
会
者
が
新
一
と
真
理
絵
の
二
人
に
言
っ
た
。

が
、
新
一
と
真
理
絵
は
司
会
者
を
ア
ウ
ト
オ
ブ
眼
中
。
二
人
は
報
関
に
駆
け
寄

っ
た
。

新
一
は
報
関
に
触
れ
た
。

「
（
死
ん
で
る
・
・
・
刺
殺
か
。
）
」

「
新
一
君
、
こ
れ
見
て
！
」

真
理
絵
が
割
れ
た
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
ケ
ー
ス
を
指
し
た
。

新
一
は
そ
れ
ら
を
調
べ
た
。

「
こ
れ
、
た
だ
の
ガ
ラ
ス
だ
ぞ
！
？
」

「
き
っ
と
、
停
電
中
に
・
・
・
。
」

「
そ
ん
な
馬
鹿
な
！
？
」

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
司
会
者
が
飛
ん
で
き
た
。

「
何
で
、
何
で
ガ
ラ
ス
に
！
？
」

驚
く
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
司
会
者
。

一
体
、
宝
石
は
何
処
へ
行
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
報
関
を
殺
害
し
た
の
は
誰
な
の

か
？

全
て
が
今
、
謎
に
包
ま
れ
た
。
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ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
は
見
て
い
る
（
前
編
）

「
そ
れ
で
、
電
気
が
点
い
た
時
、
ケ
ー
ス
が
割
ら
れ
て
お
り
、
中
の
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
が
ガ
ラ
ス
と
入
れ
替
わ
っ
て
お
り
、
お
ま
け
に
持
ち
主
の
報
関
氏
ま
で
殺

さ
れ
て
い
た
、
そ
う
言
う
訳
だ
な
？
」

刑
事
が
新
一
と
真
理
絵
の
二
人
に
聞
い
た
。

「
「
は
い
。
」
」

二
人
は
一
緒
に
答
え
る
。

「
し
か
し
ま
ぁ
、
お
前
た
ち
も
よ
く
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
る
な
。
」

そ
う
言
っ
た
の
は
、
警
視
庁
捜
査
一
課
の
山
路
　
拓
海
警
部
だ
。

や
ま
じ

た
く
み
け
い
ぶ

山
路
警
部
は
、
二
人
の
良
き
理
解
者
で
あ
り
、
仲
の
良
い
存
在
だ
。

「
警
部
、
被
害
者
の
交
友
関
係
洗
っ
て
き
ま
し
た
。
」

「
ん
、
ご
苦
労
。
」

今
の
は
、
山
路
警
部
の
部
下
で
、
高
山
　
和
彦
と
言
う
、
見
習
い
刑
事
だ
。
結

た
か
や
ま

か
ず
ひ
こ

構
若
い
。

で
、
問
題
の
交
友
関
係
は
と
言
う
と
・
・
・
。

殺
さ
れ
た
報
関
 

昭
の
息
子
の
報
関
　
啓
介
。

ほ
う
せ
き

け
い
す
け

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
司
会
者
の
熊
田
　
英
次
郎
。

く
ま
だ

え
い
じ
ろ
う

以
上
の
二
人
だ
。

「
そ
れ
で
、
報
関
の
息
子
と
言
う
の
は
、
今
日
は
来
て
い
る
の
か
ね
？
」

山
路
警
部
が
高
山
刑
事
に
聞
い
た
。

「
そ
れ
が
、
事
件
直
後
か
ら
行
方
が
解
ら
な
く
な
っ
て
い
る
ん
で
す
。
」

行
方
が
解
ら
な
い
・
・
・
ど
う
い
う
事
な
の
だ
ろ
う
？

山
路
警
部
と
高
山
刑
事
は
、
報
関
 

啓
介
を
捜
索
し
に
行
っ
た
。

そ
れ
を
見
送
っ
た
、
新
一
と
真
理
絵
が
、
会
話
を
始
め
た
。

「
息
子
さ
ん
、
多
分
犯
人
じ
ゃ
な
い
と
思
う
よ
。
」

「
ど
う
し
て
そ
う
思
う
ん
だ
？
」

「
何
と
な
く
、
だ
よ
。
」

真
理
絵
は
そ
う
言
う
と
、
そ
の
場
を
去
っ
た
。
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「
熊
田
さ
ん
。
」

新
一
は
、
熊
田
に
声
を
掛
け
た
。
し
か
し
、
返
事
は
無
か
っ
た
。

「
（
あ
れ
？
）
」

熊
田
が
い
な
い
事
に
気
付
く
と
、
新
一
は
彼
を
捜
し
に
行
っ
た
。

そ
の
頃
、
真
理
絵
は
、
会
場
の
電
力
室
に
来
て
い
た
。

「
此
処
に
は
無
い
の
か
な
ぁ
・
・
・
。
」

真
理
絵
は
何
か
を
探
し
て
い
る
様
だ
。

「
（
あ
っ
た
！
）
」

真
理
絵
は
何
か
を
見
付
け
、
そ
こ
へ
す
っ
飛
ん
だ
。

「
（
や
っ
ぱ
り
、
ま
だ
仕
掛
け
が
残
っ
て
る
わ
。
）
」

［
コ
ー
ン
、
コ
ー
ン
、
コ
ー
ン
、
コ
ー
ン
］

何
者
か
の
足
音
が
電
力
室
に
響
く
。

一
方
、
新
一
は
、
熊
田
を
見
付
け
、
話
を
し
て
い
た
。

「
停
電
中
の
僕
の
行
動
？
」

「
そ
う
で
す
。
教
え
て
下
さ
い
。
」

「
別
に
、
何
も
し
て
ま
せ
ん
け
ど
。
」

「
と
言
う
事
は
、
宝
石
に
も
報
関
に
も
触
っ
て
い
な
い
訳
で
す
ね
？
」

「
紛
ら
わ
し
い
け
ど
、
そ
う
言
う
事
に
な
る
ね
。
」

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
」

新
一
は
会
釈
を
す
る
と
、
事
件
現
場
へ
戻
っ
て
行
っ
た
。

そ
う
言
え
ば
、
電
力
室
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？
少
し
覗
い
て
み
よ

う
。

「
お
嬢
ち
ゃ
ん
、
迷
子
か
い
？
」

い
き
な
り
、
男
の
人
が
真
理
絵
に
声
を
掛
け
た
。

「
！
？
」

ビ
ッ
ク
リ
し
た
真
理
絵
は
、
後
ろ
を
振
り
向
い
た
。

「
あ
、
あ
の
、
私
に
何
か
？
」

「
い
や
、
此
処
で
何
し
て
る
の
か
な
、
っ
て
。
」

「
そ
ん
な
事
、
貴
方
に
は
関
係
無
い
で
す
よ
ね
？
」

「
そ
れ
が
、
関
係
あ
っ
た
り
し
ち
ゃ
う
ん
だ
よ
ね
。
」
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［
カ
チ
ャ
］

男
は
拳
銃
を
出
す
と
、
真
理
絵
に
突
き
付
け
た
。

真
理
絵
は
静
か
に
両
手
を
あ
げ
た
。

「
言
え
、
此
処
で
何
を
し
て
い
た
？
」

「
そ
れ
を
言
う
前
に
一
つ
聞
く
わ
。
貴
方
、
誰
？
ど
う
せ
、
死
ぬ
ん
だ
か
ら
、

自
分
を
殺
す
相
手
の
名
前
く
ら
い
、
知
っ
て
お
き
た
い
じ
ゃ
な
い
？
」

「
お
前
に
知
る
権
利
は
無
い
。
」

［
シ
ュ
ン
！
］

男
の
前
か
ら
真
理
絵
の
姿
が
一
瞬
に
し
て
消
え
、
次
の
瞬
間
に
は
、
男
の
首
に

腕
が
巻
か
れ
て
い
た
。

「
そ
ん
な
物
騒
な
物
は
下
に
置
い
て
頂
戴
。
」

男
は
ビ
ビ
り
な
が
ら
、
拳
銃
を
捨
て
た
。

「
さ
、
答
え
て
頂
戴
。

貴
方
は
誰
？
」

「
ほ
、
報
関
 

啓
介
で
す
。
」

「
貴
方
が
。

で
、
何
し
に
来
た
の
？
」

「
見
回
り
に
来
ま
し
た
。
」

「
見
回
り
？
」

「
え
ぇ
、
女
の
子
が
電
力
室
に
入
っ
た
、
と
情
報
が
あ
り
ま
し
て
。
」

「
貴
方
、
警
備
員
？
」

「
は
い
。
」

「
停
電
中
、
ど
こ
に
い
た
の
？
」

「
事
務
室
に
い
ま
し
た
。
」

［
プ
ル
ル
ル
ル
ル
ル
］

啓
介
の
携
帯
が
鳴
る
。

真
理
絵
は
彼
を
解
放
し
た
。

啓
介
は
、
真
理
絵
か
ら
離
れ
る
。

［
ピ
ッ
！
］

「
は
い
。
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そ
れ
が
、
妙
な
子
に
捕
ま
っ
て
し
ま
い
・
・
・
。

え
ぇ
、
そ
ち
ら
の
方
は
大
丈
夫
で
す
。
」

［
ピ
ッ
！
］

啓
介
は
、
電
話
を
切
っ
た
。

真
理
絵
は
そ
の
様
子
を
、
腕
を
組
な
が
ら
見
て
い
た
。
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ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
は
見
て
い
る
（
後
編
）

現
場
に
は
、
二
人
の
刑
事
と
、
熊
田
に
警
備
員
ら
し
き
人
物
が
集
ま
っ
て
い
た
。

「
皆
さ
ん
に
お
集
ま
り
頂
い
た
の
は
、
他
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
」

ど
う
言
う
事
な
の
か
、
と
首
を
傾
げ
る
刑
事
。

「
今
回
、
被
害
者
を
殺
害
し
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
を
奪
っ
た
の
は
、
報
関
 

啓
介

さ
ん
、
貴
方
で
す
。
」

新
一
は
啓
介
を
指
差
し
た
。

皆
さ
ん
同
時
に
驚
く
。

「
待
っ
て
く
れ
。

俺
は
殺
し
て
い
な
い
！
」

啓
介
は
殺
害
を
否
定
し
た
。

『
そ
う
、
啓
介
さ
ん
は
、
誰
も
殺
し
て
い
な
い
。
』

突
然
、
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
真
理
絵
の
声
が
聞
こ
え
、
会
場
中
に
響
い
た
。

啓
介
が
驚
く
。

『
啓
介
さ
ん
は
、
熊
田
さ
ん
に
お
金
で
雇
わ
れ
、
犯
人
の
振
り
を
し
て
い
た
だ

け
。
真
犯
人
は
、
熊
田
さ
ん
、
貴
方
で
す
。
』

「
こ
れ
か
ら
そ
の
全
容
を
話
す
わ
。
」

そ
う
言
っ
て
、
物
陰
か
ら
真
理
絵
が
顔
を
出
し
た
。

「
真
理
絵
、
犯
人
が
熊
田
さ
ん
、
っ
て
ど
う
言
う
事
だ
よ
？
」

新
一
が
聞
く
。

「
事
件
当
時
の
状
況
を
思
い
出
し
て
。
あ
の
状
況
で
、
殺
害
、
ダ
イ
ヤ
の
交
換

が
出
来
る
の
は
、
現
場
に
い
た
熊
田
さ
ん
だ
け
よ
。
」

確
か
に
そ
う
だ
。
あ
の
時
、
現
場
に
は
熊
田
し
か
い
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
っ
て
、

熊
田
が
犯
人
と
言
う
証
拠
は
無
い
。

「
恐
ら
く
、
動
機
は
ダ
イ
ヤ
の
窃
盗
。
」

「
面
白
い
。
だ
が
な
、
停
電
が
起
き
た
時
、
俺
は
こ
の
会
場
に
い
た
。
ど
う
や

っ
て
、
停
電
を
起
こ
し
た
と
言
う
ん
だ
？
」

「
タ
イ
マ
ー
で
す
よ
。
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此
処
の
変
電
室
に
、
各
部
屋
の
電
気
を
管
理
す
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
あ
る
。
」

「
・
・
・
・
・
・
。
」

顔
色
が
変
わ
る
熊
田
。

［
バ
チ
ッ
！
］

会
場
の
電
気
が
消
え
、
真
っ
暗
に
な
っ
た
。

「
３
、
２
、
１
。
」

真
理
絵
が
数
え
る
と
、
電
気
が
点
い
て
明
る
く
な
っ
た
。

「
貴
方
は
こ
う
や
っ
て
、
停
電
を
起
こ
し
、
そ
の
間
に
ダ
イ
ヤ
を
盗
み
、
報
関

を
殺
害
し
た
ん
で
す
。

タ
イ
マ
ー
を
セ
ッ
ト
し
た
後
が
、
ロ
グ
に
記
録
さ
れ
て
い
ま
し
た
よ
。
」

「
お
い
、
啓
介
！

ど
う
し
て
消
さ
な
か
っ
た
！
？
」

キ
レ
る
熊
田
。

［
カ
チ
ャ
］

熊
田
は
、
啓
介
に
拳
銃
を
突
き
付
け
た
。

「
お
前
み
た
い
な
使
え
な
い
奴
、
殺
し
て
や
る
。
」

「
や
め
な
さ
い
！
」

真
理
絵
が
叫
ん
だ
。

［
パ
ア
ン
！
］

熊
田
が
真
理
絵
に
向
け
て
発
砲
！

「
真
理
絵
！
？
」

新
一
が
叫
ぶ
。

［
カ
ン
！
］

真
理
絵
に
当
た
っ
た
弾
丸
は
、
音
を
立
て
て
下
に
落
ち
た
。

「
ば
、
化
け
物
目
！
」

［
パ
ン
パ
ン
パ
ア
ン
！
］

熊
田
は
連
射
し
た
。

［
カ
ン
カ
ン
カ
ン
！
］

や
は
り
、
今
度
も
音
を
立
て
て
下
に
落
ち
た
。

［
カ
チ
、
カ
チ
カ
チ
、
カ
チ
］
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弾
切
れ
で
あ
る
。

「
ふ
っ
、
こ
れ
な
ら
ど
う
だ
ぁ
！
？
」

熊
田
は
拳
銃
を
手
放
し
、
グ
レ
ネ
ー
ド
ラ
ン
チ
ャ
ー
を
出
し
て
構
え
た
。

［
ド
ー
ン
！
］

熊
田
は
グ
レ
ネ
ー
ド
ラ
ン
チ
ャ
ー
を
発
射
し
た
。

放
た
れ
た
グ
レ
ネ
ー
ド
弾
は
、
猛
ス
ピ
ー
ド
で
真
理
絵
に
飛
ん
で
い
く
。

「
真
理
絵
、
避
け
る
ん
だ
！
」

新
一
は
叫
ん
だ
が
、
時
既
に
遅
し
。

［
ズ
ド
ー
ン
！
］

真
理
絵
に
グ
レ
ネ
ー
ド
弾
が
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
ヒ
ッ
ト
。

爆
発
と
共
に
、
爆
風
が
起
き
、
熊
田
と
真
理
絵
以
外
は
皆
吹
き
飛
ん
だ
。

煙
が
晴
れ
る
と
、
素
っ
裸
で
、
無
傷
の
真
理
絵
が
立
っ
て
い
た
。

あ
れ
ほ
ど
の
爆
発
だ
。
服
は
霧
散
し
て
も
お
か
し
く
は
無
い
だ
ろ
う
。

「
ば
、
ば
、
化
け
物
だ
！
」

［
ド
ー
ン
ド
ー
ン
ド
ー
ン
！
］

熊
田
は
グ
レ
ネ
ー
ド
を
連
射
し
た
。

［
ズ
ド
ー
ン
ズ
ド
ー
ン
ズ
ド
ー
ン
！
］

巨
大
な
爆
発
が
起
き
る
が
、
真
理
絵
は
傷
一
つ
無
い
。

熊
田
は
、
グ
レ
ネ
ー
ド
を
落
と
し
、
震
え
た
。

真
理
絵
は
、
そ
ん
な
熊
田
に
歩
み
寄
る
。

「
く
、
来
る
な
！
」

熊
田
は
、
懐
か
ら
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
で
作
ら
れ
た
ナ
イ
フ
を
取
り
だ
し
、
真
理

絵
に
向
け
て
構
え
た
。

「
近
付
い
た
ら
、
お
前
を
切
る
ぞ
！
」

熊
田
は
言
っ
た
が
、
真
理
絵
は
平
気
で
近
付
く
。

「
斬
れ
る
も
の
な
ら
、
斬
っ
て
み
ろ
よ
？
」

真
理
絵
は
ニ
ヤ
付
き
な
が
ら
言
う
。

「
今
、
お
望
み
通
り
に
し
て
や
ら
ぁ
！
」

熊
田
は
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
で
出
来
た
ナ
イ
フ
を
、
真
理
絵
に
突
き
刺
し
た
。

［
バ
キ
ッ
］
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ナ
イ
フ
が
真
っ
二
つ
に
折
れ
た
。

真
理
絵
に
は
傷
一
つ
無
い
。

熊
田
は
驚
い
て
腰
が
抜
け
て
し
ま
っ
た
。

真
理
絵
は
そ
ん
な
熊
田
を
、
胸
倉
を
掴
ん
で
持
ち
上
げ
た
。

「
お
、
お
、
降
ろ
し
て
く
れ
！
」

「
い
ぃ
や
ぁ
だ
。
」

真
理
絵
は
高
く
可
愛
ら
し
い
声
で
断
っ
た
。

「
も
う
好
き
に
し
て
く
れ
。
」

熊
田
は
力
を
抜
い
て
言
っ
た
。

「
自
首
、
し
ま
す
か
？
」

「
し
、
し
ま
す
し
ま
す
！
」

そ
れ
を
聞
い
た
真
理
絵
は
、
熊
田
を
ゆ
っ
く
り
降
ろ
す
。

「
馬
鹿
目
！
」

熊
田
は
そ
う
言
っ
て
、
逃
げ
出
し
た
。

が
、
目
に
も
留
ま
ら
ぬ
速
さ
で
、
真
理
絵
が
熊
田
の
前
に
移
動
し
た
。

熊
田
は
真
理
絵
に
ぶ
つ
か
り
、
後
ろ
に
引
っ
く
り
返
っ
た
。

「
ひ
や
あ
あ
あ
あ
あ
！
」

熊
田
は
悲
鳴
を
あ
げ
な
が
ら
、
床
を
這
っ
た
。

が
、
再
び
真
理
絵
が
高
速
移
動
で
熊
田
の
前
に
移
動
。

熊
田
は
、
も
う
駄
目
だ
、
と
観
念
し
た
の
か
、
そ
の
場
で
動
か
な
く
な
っ
た
。

「
あ
ん
た
み
た
い
な
奴
、
生
き
て
い
て
も
、
特
に
な
ら
な
い
わ
。
」

［
ズ
シ
ン
！
］

真
理
絵
は
、
熊
田
の
頭
を
踏
み
潰
し
た
。

［
グ
シ
ャ
！
］

熊
田
の
頭
が
ペ
シ
ャ
ン
コ
に
な
り
、
血
が
吹
き
出
た
。

真
理
絵
は
返
り
血
を
浴
び
、
真
っ
赤
に
染
ま
っ
た
。

後
日
、
真
理
絵
が
行
っ
た
事
は
、
Ｇ
Ａ
Ｔ
に
よ
っ
て
揉
み
消
し
に
さ
れ
、
犯
人

は
爆
発
に
巻
き
込
ま
れ
て
死
亡
、
と
言
う
事
で
片
付
け
ら
れ
た
。

に
し
て
も
、
真
理
絵
が
人
殺
し
て
も
捕
ま
ら
な
い
と
は
。
改
め
て
、
Ｇ
Ａ
Ｔ
の

凄
さ
を
感
じ
た
。
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ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
は
見
て
い
る
（
後
編
）
（
後
書
き
）

良
い
子
の
皆
は
、
真
理
絵
の
真
似
し
ち
ゃ
駄
目
で
す
。

絶
対
捕
ま
り
ま
す
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

サイボーグ（Cyborg）
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て
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